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コンパクト＆ネットワーク，連携中枢都市圏など，国土の健全な発展のために再配置のビジョンが検討さ

れ，緊急の課題とされている．これからの地方都市の位置づけを議論するためには，これまでの地方都市

の形成史から，成長の原理などを知る必要がある．都市の活力の源は，市場（マーケット）の存在とそれ

が周囲に創り出す多様性に他ならなかった．これを前提に，地方都市と周辺地域のこれからを考察する． 
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１．はじめに 
 

「コンパクト＆ネットワーク」が国土交通省が重点施

策の一つに掲げられ，また総務省の連携中核都市圏構想

に従って地方自治の枠組みが再編されようとしている．

すなわち，大都市一極集中ではなく，国土に分散的に人

口が配される理想の可能性を考察するには，地方におけ

る中小規模の都市の位置づけを改めて考えたい． 

 人口減少および全体人口における労働人口の構成の変

化により，市街化エリアが縮退すべきことを前提としな

ければならない時代の中で，地方都市を中心とした周辺

地域を健全に運営するための作法を論考する． 

 

２．連携中枢都市圏構想 
 

現在総務省が掲げている「連携中枢都市圏構想」1)で

は，地域において相当の規模と中核性を備える圏域にお

いて市町村が連携したコンパクト化とネットワーク化に

より，一定の圏域人口を有して活力ある社会経済を維持

する拠点を形成することが目指されている．このような

自治体の枠を超えた広域な領域を構想する例としては，

道州制構想など，これまでも多く提示されてきた．中で

も昭和55年に大平正芳によって提唱された「田園都市国

家の構想」2)は，実現されずともこれらの構想の根底と

なっていると考えられる．ただし，田園都市国家構想の

方は，「都市に田園のゆとりを，田園に都市の活力を」

もたらし，活発な交流による自発的な文化的側面を重視

し，民間の自発的活動に期待しているが，連携中核都市

圏構想の方は，「中核性を備える圏域の中心都市（連携

中核都市）」が，近隣自治体と連携して「圏域全体の経

済をけん引」し，「住民全体の暮らしを支える」ことを

目的とし，行政サービスの向上策とその補助体制として

の性格が色濃い．連携中核都市になりうる都市は，地方

自治法の中核市（人口20万人以上を基準とする）が想定

されており，次に触れる岐阜市もこれに指定されている． 

この構想の欠点は，連携中核都市として梃入れする都

市に周辺の広域の中でリーダーシップを取るよう支援し

ているが，その都市自体が活力を得て経済の中心地にな

るための戦略は，その都市に一切委譲されている点であ

ろう．現状における位置づけの中で衰退してきた地方都

市が，大都市の市場と切り離して周辺の中枢に昇華する

ためには，相当な目覚めが必要である． 

 

２．成り立ちの典型 

 

地方に存在する多くの中核市が，周辺地域をけん引す

ることが求められているが，十分にけん引する力を持続

することを期待するには，今一度，都市として再生する

方策を考察せねばならない．そもそも今までの都市の成

長においては，実際にどのような原理で活力を得てきた

のかを把握する必要がある．典型的な地方中核市として，

岐阜の市街地形成の経緯から考える3)． 

明治はじめ岐阜市街地は金華山の麓，長良川のほとり

に，小さくまとまっていたに過ぎず，主として商工業者

かつ地主である人々に主体的に運営されていた．1887

（明治20）年に鉄道（東海道線）が岐阜（当時は加納停

車場）まで開通すると，それまで長良川の輸送に依存し

ていた岐阜町の商工者たちにとっては，背後に確実な大

量輸送が可能な動線が出現したのみならず，大垣・名古

屋，あるいは東京・大阪などの商敵に駅周辺の未開地が

乗っ取られるのではないかと恐れた．彼らは迅速に動き，

夜な夜な近隣の寺などで会合を重ね，駅と岐阜町の間に

新市街地を自前でつくることを計画した．自ら工夫して

財源を設けて，物資輸送のための都市内動線と，小売店
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舗による市街を建設する青写真をつくり，県の土木課が

この実施を請け負い，現在の中心市街地（柳ヶ瀬）が作

られた．関係する立場は皆，当事者としての圧倒的な責

任感と熱意を抱いて行動していた．その後，明治末頃に

なると電力の使用が可能になり，岐阜市街地からやや離

れた山間地などの生産地（例えば美濃和紙）から，電気

軌道や軽便鉄道で岐阜市街地までが結ばれる．これは，

全国へ物資を輸送すべく東海道線の岐阜駅を目指した

「求心的」な動きであり，これによっていよいよ岐阜市

街地の商工業は多様さを極め，交流・交易の拠点，すな

わち市場（マーケット）として充実した． 

このようにして順調な発展をした都市は，大きな人口

凝集作用を持つことになり，結果として周辺へ向かって

開発地を拡大させるに至る．求心的運動によって形成さ

れはじめた都市の形は，すぐに「放射的」と表現される

ようになる．大正の終わりから昭和初期にかけてのほぼ

同時期に，同様の都市拡大が国中でおこり，郊外が無秩

序に開発されていくことが社会問題となった．1919（大

正8）年に施行された都市計画法（旧法）は，この状況

に対処する有効な処方箋として，既成市街地周辺におけ

る秩序を持った市街地形成のため，つまり血気盛んな若

い都市の熱気を鎮めて躾けるために導入された．都市は

拡大するものと考えられた時代である． 

戦後にも，都市計画のこの傾向は本質的に維持されて

いる．戦後復興の熱気や高度経済成長期の都市活動の活

発さは，都市計画によってもたらされたものではない．

むしろこれを整序して適切な形へ収まるように都市整備

事業が働き，さまざまな新しいアイデアによる効率的な

空間整備により，都市部の秩序化に功を奏した． 

この結果だけを観察すると，都市再開発事業によって

都市の賑わいが取り戻せたように見えてしまう．例えば，

適切に市街地を開発すれば，人の回遊性が形成され，一

層の賑わいが現出するという信心がこれである．市街地

が人口増の状態になっていれば，こう考えてもさして問

題にはならないが，すでに衰退が目に見えているような

地方の都市において，市街地の形を整えることが最優先

の活性策だと考えるのは，原因と結果を取り違えている

可能性が高い．都市インフラや建物を一新すること自体

が市街地の活気をもたらすわけではなかった． 

 

３．ジェイコブスのモデル 

 

そもそもの都市活動に需要がない場合には，どんなに

ハコを目覚ましく改めても，結局虚ろな空間を増やして

しまうだけである．ジェイン・ジェイコブスは，まちの

活力の根源が，人による交流であり，こうしたまちで起

こりうる多様なイノベーションこそが，都市を発展させ

る力であることを既に指摘している (1969)4）．そのた

めには人・モノ・情報の行き交うルートは絶対的に重要

である．さらに，ジェイコブズは輸入置換都市というア

イデアを追求し，以下のような都市の原理を洞察した5）． 

すなわち，都市発生の端緒は，交易の可能性のある場

所であり，そこへ集まる品物（輸入品）とそこから出て

いく品物（輸出品）が絶え間なく交換されている状態，

つまり市場（マーケット）である．その場において，輸

入品であったものを，他の材料などから自ら生産できる

ようになる（輸入置換）と周辺にそれを専業とする者が

定着する．これが蓄積すると輸入置換都市と呼ばれる都

市ができるが，ある程度蓄積されて十分な多様性を得る

と，輸入代替を興す可能性が爆発的に広がり，結果とし

て都市地域を大きく広げる力となる．これを都市の成長

とする．つまり，原理としては，都市の心臓部に市場が

激しく移ろいながら存在していることが重要であった． 

一方で，その市場で取引される品物を，都市外遠方の

安く広い地域で専門的に生産し始めると，供給地域が出

現する．供給地域は，都市に対して専門化した商品を供

給することができるが，都市の市場の変遷で移ろいやす

く，それだけで長期的に生き残ることは不可能な歪んだ

状況であるが，遠方の都市にはそれを修正する力はない．

供給地域として成立したエリアは，その内部の市場を育

てる他に，生き残る道はない． 

さらには，基本的にそうした構造により，地方都市は

形成されてきた経緯があり，農村基盤が豊かにあるが故

に都市が存在する訳ではないと断じた．すなわち，その

逆であり，地方は，大都市の供給地域として発展したり

衰退したりするものであるという． 

 

４．地方都市の位置づけ 

 

岐阜市の成り立ちに向き合えば，都市の市場が健全に

育てられることによって都市が成長するジェイコブズの

モデルは妥当であると言える．岐阜県内の山間地には，

かつて名古屋都市圏は大量に木材を供給したことで，近

代に都市化した例もある．あるいは，木材輸送路に中継

地点として発達したまちが，木材産業の停滞とともに著

しく衰退する例は枚挙に暇がない． 

また，これに従えば，都市の中枢に必要なはずのマー

ケットの多くは，郊外の大型ショッピングセンターに移

植されてしまった現在は，既存の都市にとって重大な時

期を迎えていることが強化される．輸入代替は止まり，

グローバルに存在する供給地と機能的に連携した施設は，

都市圏の中で，いびつな中心点を形作る．その周囲に住

宅地が開発されて移住が促進される現象は，植民地化そ

のものである． 
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では，こうしたことを前提に，地方の都市圏構造はど

のように捉えるべきであろうか．乞うご期待． 
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